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1923：

1924 ：

1925：

1926：

不詳

渡瀬博士 と v ン グ ー ス 東京毎夕新聞 7 月15日

貉 の 食性 1−4　　　　　　　 東 京 日 日新聞 大 正13年 11月10 日一 13日

世界無比 の 白蛇の 棲息地 「山口 縣 」　　　　 萬朝報 大 正 14年 1 月15日

鶴 の 渡來 地 と繁殖地 　　　　　　　　　　 萬朝報 　　　　　　不詳

貉 の 集窟 （壹
一

六 ）　　　　　朿京 日 日新聞 大 正 14年 5 月21 日一 26 日

た 漁 きの そ らね い らに つ い て　（壹
一

七 ）

　　　　　　　　　　　　　 東京 日 日 新聞 　 ， ， 　 9 月 6 日・− i3日

狩獵 本 能 （壹
一 九）

貌 の 話

自蛇 の 話

「複眼 に就 て 」

「駱 の 話」 【1−−5）

　　　　　 ガ 　 　 ，， 　 10 月 20 日一 28日

史蹟 名勝天 然 紀念物 第 1緝 第 1號 25− 34

史蹟名勝天然 耙念物第 1緝第 9 號 11−19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（？）

　　 東京 日 日新聞　　　　　　　　　　不 詳

渡 瀬 庄 三 郎 博 士

佐 々 木 忠 次 郎

理 學榑士 渡瀬 庄三 郎君の 學 歴 は 汎 く世 に知 られ て居 るが故 に余は 喋 々之 を世

に紹 介す るの 必 要が ない
。 然 し博 士

の 性質に 就 きて は 多年余 は 博士 に接

したれ ば多 少記 憶に 止 ま る もの あれ

ば之 を紹 介す る こ とに し よ 5a 博士

は 世人 の 知 らる る逋 う灑厚 篤實に し

て學問 には極 め て熱心 の 方で あ つ た
。

而 して 其研 究 せ られ た る論文 も頗 る

多 い
。 愽士 は 專門の 學術研究の 外時

々泰西 の 小 説 などを好 ん で 讀まれ た

や 5 で あ る。 又食 慾 は 頗 る旺 盛 で 、

美 味 な もの で あれ ば底知 らず に食 せ

られ て 竜米 だ満腹に な つ た と言 は れ

た こ とが なか つ た。 余 は濱町 の 小常

磐 に て 屡 々 博士 と共 に食 事 した 1 と

が あつ た
。 同家の 主 人 は料理 に は頗 渡瀬氏似顔 （佐 々 木 氏嶺 ）
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る堪能 で 得 意で あつ て 吾輩 の 爲 め には
一

層 骨 を折 つ て 調 理 を して くれだ。 此 料

理 の 如 きは 博士 は 少 し 竜餘す こ と な く悉 く李げ られ て筒ほ 不足 ケ 2 しき顔 を致

さ れ た こ とを記億 して 居 る
。 叉 博士 は鰻驪 が大 の 好物 で

、 毎遍
一

囘位 は 必ず 食

せ られ た樣で あつ た
。 博士 は 早 く令室 を失 はれ 以來 孤 躅の 生活 を營 まれ た の は

御 氣の 毒の 至 bで あ つ た 。 ま た博士 は有福 で は なか つ た が 學術 の 爲 め には 少 し

も惜 氣 な く其 資 産 を 投ぜ られ た
。 斯 した こ とは普逋 人 の 到 底 及ぶ と こ ろ で は な

V
。 盆 々孤 獨 の 生 活 や資 産の 如何 に拘 は らず 終始 一貫 孜 々 と して學術 に貢獻せ

られ た るは 博士 の 學 術 に 熱心 に して世 事 に拘 泥せ られ ず淡自 に して しか も磊 落

な る性質の 持 主 で あ b し こ とを證 す る に足 る の で あ る
。

渡 瀬 博 士 と 動 物 畫

三 　　好 學

　渡瀬博士 が 多趣 味 で あ b 、 殊 に 日本 畫 を好 まれ た L とを曩 に 同君の 記念 とし

て書 い た 拙文 に 述べ たが、 荷聊 動物 畫に 關 し て同君 の 所 見 を 自分の 知 る範 圍で

遞べ よ う。

　渡瀬博 士 は 昔か らの 動 物畫 を多 く見 られ た や うで あ る
。 例 へ ば雪村の 虎 、 狙

仙 の 猿 、 應舉の 猪、狩 野 家の 名手 に よっ て描か れ た 龍そ の 他 の 動物 畫 、 叉 南蹟

熊斐 な どの 動物 の 蚕 降 つ て近世 に な つ て は 省 亭の 鳥 、 曉齋の 烏、 金 鳳 の 狸 、 翠

石 の虎 な どの 描 法 に 就 て批 諢 され
、

− e その 妙 所 を畢げ られ た
。 殊 に明治三 十

年 代か ら日本美術 院 の 諸名家 に よつ て 創成 され た 新 しい 描法の 動物 畫に就 て は

大 な る趣 味 を以 て 覧 られ た こ とを 記憶す る
。 當時 自分は 渡瀬君 と共 に屡 ρ美術

院 の 作 品 を覽て
、 同君の 畫譁 を聽 い た

。

　日本盡は 勿論流涙 に ょつ て描 法 は 一 様で な い が 、渡懶博 士 の 見 られ た 所 は徒

に動 物の 形態 上で な く、 主 に生 態の 點で あ つ た
。 單 に動 物 の 形態 を正 し く表 す

の な らば普通の 寫生畫で 十分 で あ る 。 日本 盡 は さ 5 で な く、 精祕 を貴 ぶ の で あ

る か ら書面 に そ の 動物の 習性が 表 れ て 活動 の 有様が 想 像 され るや うに描 か ねば

な ら粗
。 渡瀬 君 は 斯樣に 考 へ られ た。 それ で 形態の 表 し方 に 多 少の 缺點 は あつ

て も、 動物 の 習性 が能 く書面 に 出 て居れ ば 滿 足 され た の で あ る。實際 古來 の 名

差に能 く此點 に合 つ た もの が あ るが 、 又往 々筌 想 に陥 う或 ば 寫生 に過 ぎて 、 日

本盡 の 眞髓 に遠 ざ か つ た もの も少 くな い 。

　渡瀬 君 は 特 に た 糧 き（同 君 は 貉 の 字 を用ひ られ た ）の 圖晝 を集あ られ て
、 古 今

の 多數 の 圖 1ζ就 て 此 動物 の 特徴 が如何 に 表 さ れ て ゐ るか を調 ざられ た
，

こ れに

關 しエ も自分 は同君 か ら度 々 趣 味 の 深 い 話 を聞V ・
・n が茲には 略す る

。
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